


















































































































































































































































（文部省社会教育局『社会教育の現状』（昭和 31 年度版）1957（昭和 32）年３月）
資料２）　　「手古奈」の舞台装置の一例
（青少年音楽研究会編『歌劇　手古奈』〈青少年音楽台本シリーズ第Ⅰ巻（オペラⅢ）〉





































（文部省社会教育局『社会教育の現状』（昭和 31 年度版）1957（昭和 32）年３月）
（青少年音楽研究会編『歌劇　手古奈』〈青少年音楽台本シリーズ第Ⅰ巻（オペラⅢ）〉







































































































































1956（昭和 31）年 11 月（初版 1955（昭和 30）年
６月）三版　p.1


















た。『少年演劇名作集』は 1953（昭和 28）年 4
月の発行。また同会は 1955（昭和 30）年 11 月
には『脚本の書き方と選び方』も発行している。
９）小林源治「オペラは私達にも出来る」『教育音楽』
第 11 巻第８号　1956（昭和 31）年８月
10）『教育音楽』第 10 巻第４号（1955（昭和 30）年
４月）に、1948 年頃から小林の胸中にはオペラ
創作の希望があったことが記されている。また
同様の内容の記事が 1959（昭和 34）年 7 月 27
日付『朝日新聞』にも見られる。
11）小林源治「青少年のための歌劇『手古奈』」『教育



















































38332 号 1993（平成５）年４月３日（土）夕刊 第６
面
42）同上。
43） 『演劇と教育』第 543 号（2002（平成 14）年４
月）には、前年秋に横浜市青葉区で青葉区中高生
ミュージカルとして「手古奈」が上演され、続い
て３月には手古奈伝説の地である千葉県市川市で
も再演されたことが報告されている。ただし、こ
の作品は、文部省制作の「手古奈」に出演したこ
とのある校長の発案で、これを中学生版にした脚
本に新しく曲をつけて中高生ミュージカルとした
ものであった。このような文部省のオペラ「手古
奈」に端を発した形の新しい取り組みも、今後の
青少年の音楽文化育成活動に発展される可能性の
あるものであろう。　　　　　
